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北海道地方 名前

問1 北海道の農業の特色について、農家一戸あたりの耕地面積と、生産体制の関連性を説明した文として正しいものはどれですか。 （2021年

岩手県公立入試 類似）

1. 広大な耕地を維持するために、海
外から多くの季節労働者を雇い入れ
る労働集約的な農業が主流である。

2. 耕地面積は広いが寒冷地で機械が
故障しやすいため、現在でも伝統的
な馬や牛を使った耕作が続いている
。

3. 耕地面積が全国平均より狭いため
、土地を最大限に活用する集約的な
施設園芸が発達している。

4. 耕地面積が全国平均に比べて非常
に広いため、大型の機械を活用した
大規模な農業が行われている。

問2 北海道の農業統計において、1970年代後半から約40年間で、稲の作付面積と総収穫量が減少している一方で、単位面積あたりの収穫量が増加し
ている現象を説明する用語として、最も適切なものはどれですか。 （2019年 岡山県公立入試 類似）

1. 促成栽培の普及 2. 農業生産性の向上 3. 耕作放棄地の拡大 4. 自給足率の低下

問3 北海道の南東部に位置する十勝平野では、その広大な土地と冷涼な気候を活かした大規模な農業が行われています。この地域における農業の特
色を説明したものとして、最も適切なものはどれですか。 （2022年 和歌山県公立入試 類似）

1. 大消費地に近い立地を活かして、
ビニールハウスを用いた施設園芸農
業が行われている。

2. 温暖な気候を利用して、冬でもレ
タスなどの野菜を栽培する促成栽培
が行われている。

3. 輪作を中心とした大規模な畑作が
行われ、あわせて酪農も盛んである
。

4. 豊かな水資源を利用した大規模な
稲作が行われ、米の単作地帯となっ
ている。

問4 北海道において、宿泊施設の延べ宿泊者数や温泉地数が全国的に見て極めて多い水準にある理由と、その観光業の特色について述べた説明とし
て、最も適切なものはどれですか。 （2023年 福岡県公立入試 類似）

1. 冬季の積雪が厳しいため、観光の
主力は夏場の避暑や農業体験に限定
されており、季節による宿泊者数の
変動が極めて大きい構造となってい
るため。

2. 火山帯に位置する地理的条件を活
かした温泉地が各地にあり、広大な
自然景観やパウダースノーなどの地
域資源を求めて国内外から多くの観
光客が訪れるため。

3. 歴史的な寺社仏閣が全国で最も多
く、それらの伝統的建造物を宿泊施
設として再利用する取り組みが全道
で進んでいるため。

4. 首都圏からの距離が近いため、日
帰りの観光客を主なターゲットとし
た小規模な宿泊施設が特定の都市に
集中し、効率的な運営が行われてい
るため。

問5 北海道の北端に位置し、中心部に利尻山という火山をもつ人口約5000人の島々では、その豊かな自然景観が国立公園に指定されています。この
地域の自然環境を活かした観光業とともに、古くから地域経済を支えてきた、高級ブランドとしても名高い特徴的な産業はどれですか。 （2019年

東京都公立入試 類似）

1. かつての金山跡を中心とした歴史
的遺産による観光開発

2. 冷涼な夏の気候を活かしたレタス
などの高原野菜の栽培

3. 寒冷な海域の特性を活かした昆布
の養殖や漁業

4. 温暖な気候を利用したサトウキビ
の生産と加工

問6 北海道の太平洋側で夏に発生する濃霧は、周辺の気候や産業に大きな影響を与えます。この霧が発生する一因となっている、北から南下してく
る寒流の名称として正しいものを選びなさい。 （2026年 島根県公立入試 類似）

1. 対馬海流 2. 親潮 3. 黒潮 4. 日本海流

問7 日本の乳牛飼育において、飲用として出荷される牛乳の生産地が、千葉県、神奈川県、愛知県といった大都市の周辺に多く見られる理由として
、最も適切な説明はどれですか。 （2022年 埼玉県公立入試 類似）

1. 飲用牛乳は加工品に比べて製品の
鮮度を保つことが重視されるため、
大消費地に近接した地域で生産され
ている。

2. 大都市の周辺は北海道に比べて土
地代が安く、乳牛を放牧するための
広大な土地を確保しやすい環境にあ
る。

3. 飲用牛乳は加工用生乳に比べて重
量が軽く、輸送コストがほとんどか
からないため、あえて都市部で生産
されている。

4. 法律によって、飲用牛乳は消費地
と同じ地方自治体の中で生産・処理
しなければならないと定められてい
る。

問8 北海道の北東部に位置する海域で見られる流氷は、冬季の重要な観光資源となっています。この地域における流氷観光の具体的な内容として、
最も適切なものはどれですか。 （2018年 山形県公立入試 類似）

1. 暖流に乗って流氷とともにやって
くるカツオやマグロなどの大型魚を
一本釣りで狙う。

2. 砕氷船と呼ばれる特殊な船に乗り
、海面の氷を割りながら進む様子を
間近で見学する。

3. 流氷を溶かして作った真水を大規
模なパイプラインで本州へ送る施設
を見学する。

4. 流氷の上を歩いて北方領土まで渡
り、現地の歴史を学習するツアーに
参加する。

問9 日本の国内における旅客輸送の状況について、東京都から北海道への移動を事例として説明した文として、適切なものはどれか。 （2022年

栃木県公立入試 類似）

1. 環境負荷を低減する目的から、二
酸化炭素排出量の多い航空機の利用
が制限されており、鉄道が唯一の公
共交通機関となっている。

2. フェリーを利用した海上輸送が旅
客輸送の中心であり、航空機や鉄道
は補完的な手段として位置づけられ
ている。

3. 青函トンネルの開通以降、鉄道に
よる輸送コストが大幅に低下したた
め、航空機から鉄道への利用転換が
完全に完了している。

4. 長距離の移動となるため、速達性
に優れた航空機の利用が主流となっ
ているが、新幹線の延伸などにより
鉄道も重要な役割を担っている。

問10 北海道東部の釧路市周辺には広大な湿地が広がっています。この地域の自然環境と農業について述べた文として正しいものはどれですか。
（2021年 宮城県公立入試 類似）

1. 冬に北西から吹く湿った季節風が
山脈に突き当たり、世界有数の豪雪
地帯となるため、冬の間の農業は行
われない。

2. 広大な湿地を干拓して大規模な水
田地帯が作られており、石狩平野と
並ぶ北海道有数の米の産地となって
いる。

3. 夏季に発生する霧の影響で気温が
上がりにくいため、稲作よりも、冷
涼な気候に適した酪農が盛んに行わ
れている。

4. 年間を通じて温暖な対馬海流の影
響を強く受けているため、冬でも雪
がほとんど降らず、野菜の促成栽培
が行われている。

問11 日本の都道府県別の統計において、北海道の耕地面積は全国の約25%という広大な面積を占めていますが、農業産出額の全国シェアは約13.5%
となっています。この数値の比較から読み取れる、北海道の農業の特徴として適切なものはどれですか。 （2021年 兵庫県公立入試 類似）

1. 広大な耕地面積を有しているが、
面積の割合に比べると農業産出額の
割合は低くなっている

2. 耕地面積の割合よりも、農業産出
額の全国シェアの方が高くなってい
る

3. 耕地面積は非常に広いが、農業産
出額の合計は全国の都道府県の中で
最も低い水準にある

4. 耕地面積と農業産出額のどちらも
、全国の約半分以上を占める圧倒的
な規模である

問12 1997年に施行された「アイヌ文化の振興並びにアイヌの伝統等に関する知識の普及及び啓発に関する法律（アイヌ文化振興法）」が、それ以前
の政策から大きく転換した点について説明した文として、最も適切なものはどれですか。 （2023年 長野県公立入試 類似）

1. アイヌの人々の居住地を北海道に
限定し、伝統的な狩猟や漁業の権利
のみを保障する方針に転換した。

2. アイヌの人々に対して金銭的な補
償を行うことで、すべての歴史的課
題を解決する方針に転換した。

3. アイヌの人々を独自の文化を持つ
集団として認め、伝統や言語の振興
を支援する方針に転換した。

4. アイヌの人々を日本人に同化させ
ることを目的とし、日本語教育を義
務づける方針に転換した。
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答え合わせ・解説
問1 答え 4

耕地面積が全国平均に比べて非常に広いため
、大型の機械を活用した大規模な農業が行わ
れている。

北海道の農業の最大の特徴は、その規模の大きさにあります。一戸あたりの耕地面積が全国平
均の約5倍以上に達することもあり、この広大な土地を効率的に活用するために機械化が極め
て高度に進んでいます。大規模な経営は、単位面積あたりの収益が低くても、全体としての生
産量を増やすことで農家の経営を安定させることにつながっています。

問2 答え 2
農業生産性の向上

限られた土地からより多くの農産物を得られるようになることは、農業における「生産性の向
上」を意味します。北海道では、大規模な農地を活かした機械化や、寒冷な気候に対応した育
種技術の確立によって、少ない面積でも効率よく収穫を得る体制が整えられてきました。これ
は単なる面積の増減ではなく、技術的な進歩を指す重要な概念です。

問3 答え 3
輪作を中心とした大規模な畑作が行われ、あ
わせて酪農も盛んである。

北海道の十勝平野は、日本を代表する畑作地帯です。1戸あたりの耕地面積が非常に広く、大
型機械を導入した大規模な農業が展開されています。ジャガイモ（馬鈴薯）、てんさい（ビー
ト）、豆類、小麦などを組み合わせた畑作のほか、乳牛を飼育して生乳を生産する酪農も組み
合わされているのが大きな特徴です。

問4 答え 2
火山帯に位置する地理的条件を活かした温泉
地が各地にあり、広大な自然景観やパウダー
スノーなどの地域資源を求めて国内外から多
くの観光客が訪れるため。

北海道には活発な火山活動に由来する温泉地が数多く存在します。これに加えて、国立公園に
指定されるような広大な自然環境や、冬の質の高い雪といった独自の資源が観光の目玉となっ
ています。これらが大規模な宿泊施設の整備と結びつき、高い延べ宿泊者数を維持する要因と
なっています。

問5 答え 3
寒冷な海域の特性を活かした昆布の養殖や漁
業

利尻島や礼文島は、美しい火山（利尻山）を中心とする景観から利尻礼文サロベツ国立公園に
指定されています。この地域では、冷たい海流に育まれた良質な昆布が「利尻昆布」として全
国的なブランドとなっており、漁業や養殖業が島にとって欠かせない基幹産業です。近年は、
この伝統ある産業を維持するために、若手漁師の育成などの後継者支援も積極的に行われてい
ます。

問6 答え 2
親潮

北海道の東方沖を北から南へと流れる寒流は「親潮（千島海流）」です。夏に太平洋から吹く
湿った季節風がこの冷たい親潮の上を通過することで、水蒸気が冷やされて霧が発生します。
一方、黒潮（日本海流）は日本の南岸を北上する暖流であり、この霧の発生原因とは異なりま
す。

問7 答え 1
飲用牛乳は加工品に比べて製品の鮮度を保つ
ことが重視されるため、大消費地に近接した
地域で生産されている。

生乳の生産と流通には、製品の性質に応じた明確な特徴がある。牛乳（飲用）は液体であり、
品質を維持するために鮮度が極めて重要視される。そのため、輸送時間を短縮できる大消費地
の近郊で生産・処理される傾向が強い。一方、バターやチーズなどの原料となる加工用生乳は
、広大な土地を持つ北海道が生産の約9割を占めている。加工品は飲用牛乳に比べて保存性が
高く、遠方からの輸送にも適しているため、土地条件の有利な北海道での大規模生産が可能と
なっている。

問8 答え 2
砕氷船と呼ばれる特殊な船に乗り、海面の氷
を割りながら進む様子を間近で見学する。

網走や紋別などのオホーツク海沿岸の都市では、分厚い氷を砕きながら進むことができる「砕
氷船」が運航されており、冬の北海道を代表する観光地となっています。流氷は寒冷な親潮（
千島海流）の影響を受けて南下してくるものであり、暖流とは無関係です。また、流氷の上を
歩いて国境を越えるような観光は行われていません。

問9 答え 4
長距離の移動となるため、速達性に優れた航
空機の利用が主流となっているが、新幹線の
延伸などにより鉄道も重要な役割を担ってい
る。

日本の長距離旅客輸送では、目的地までの所要時間を短縮できる航空機が大きなシェアを占め
ています。特に東京から北海道への移動では航空機の利用が圧倒的ですが、北海道新幹線の開
業など鉄道網の整備も進められており、天候の影響を受けにくい安定した輸送手段として鉄道
も並行して機能しています。他の選択肢にあるような「鉄道への完全な転換」や「航空機の利
用制限」といった事実は現在の日本にはありません。

問1
0

答え 3
夏季に発生する霧の影響で気温が上がりにく
いため、稲作よりも、冷涼な気候に適した酪
農が盛んに行われている。

釧路湿原に代表される道東の太平洋側は、夏の季節風と寒流の影響による海霧で気温が上がら
ないため、米作りには適していません。そのため、この冷涼な気候を活かして、乳牛を飼育す
る酪農が大規模に行われています。選択肢にある「豪雪地帯」は主に日本海側の特徴であり、
「温暖な海流」や「促成栽培」は宮崎県や高知県などの南日本の特徴です。

問1
1

答え 1
広大な耕地面積を有しているが、面積の割合
に比べると農業産出額の割合は低くなってい
る

北海道の耕地面積は約1,147千haであり、全国の約4,496千haに対して約4分の1（25%）を
占めています。一方で、農業産出額は約1,185十億円であり、全国の約8,798十億円に対して
占める割合（シェア）は約13.5%にとどまります。このことから、北海道の農業は一戸あたり
の経営規模が非常に大きいものの、単位面積あたりの収益性が高い施設園芸農業（ビニールハ
ウス栽培）などが盛んな都市近郊の地域などと比べると、面積シェアに対する産出額シェアは
低くなる傾向にあります。

問1
2

答え 3
アイヌの人々を独自の文化を持つ集団として
認め、伝統や言語の振興を支援する方針に転
換した。

それまでの「北海道旧土人保護法」は、アイヌの人々を日本人の中に同化させることを目指し
た法律であり、アイヌ独自の文化や言語は否定される傾向にありました。アイヌ文化振興法の
制定は、そうした同化政策から、多文化共生社会の実現に向けて、アイヌ独自の民族的誇りや
文化的多様性を尊重する方針へと舵を切った重要な転換点となりました。


